
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１－②を用いるこ

と。 
 

学校名 阪南大学 

設置者名 学校法人阪南大学 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜 間

通

信

制

の

場

合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 

全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

流通学部 流通学科  4 48 4 56 13  

経済学部 経済学科  4 42 12 58 13  

経営情報学部 経営情報学科  4 48 2 54 13  

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  4 38 14 56 13  

国際観光学部 国際観光学科  4 32 30 66 13  

経営学部 経営学科  4 42 10 56 13  

総合情報学部 総合情報学科  4 54 0 58 13  

国際学部 
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  4 40 14 58 13  

国際観光学科  4 34 32 70 13  

（備考） 

学部開講学科科目については該当学部の学部等共通科目に計上し、他学部として受講可能科目につい

ては全学共通科目に計上している。 

流通学部・経営情報学部・国際コミュニケーション学部・国際観光学部に関しては令和 6 年から学生

募集を停止しているが、従前の科目数を掲載している。 

経営学部、総合情報学部、国際学部に関しては、令和 6 年から設置した学部であるが、完成年度まで

の計画に基づいて掲載している。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.hannan-u.ac.jp/study/n5fenj000001wyhq.html 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校法人は、この様

式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いること。 
 

学校名 阪南大学 

設置者名 学校法人阪南大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.hannan-u.ac.jp/corp/st9plj0000001o7x.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の

別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
近鉄グループホールディングス株式

会社 取締役相談役  

4 年 

(R7.6/13～令和 11

年度の定時評議員会

終結の時） 

法人運営体制へのチ

ェック機能 

非常勤 
元学校法人大阪聖心学院星の光幼稚

園長・新森幼稚園長 

4 年 

(R4.5/28～R8.5.27） 

法人運営体制へのチ

ェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 阪南大学 

設置者名 学校法人阪南大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載し

た授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスについては、①ナンバリング、②授業の到達目標およびテーマ［ディプロマ・ポリシーとの

関連性を考慮しどのような知識・能力が獲得できるか］、③授業の概要［どのようなことを扱うのか、

意義・重要性など］、④授業計画［各回の具体的な学習内容］、⑤授業外学習［最低限どのような学習を

どの程度行うか］、⑥授業の方法と学習上の留意点［授業の進め方、学習をするにあたっての諸注意、

心構え等）、⑦成績評価基準［成績を評価するための手段（定期試験か、レポートか、授業への参加度

かの区別）とその割合］、⑧教科書、⑨参考文献、⑩関連して受講することが望ましい科目、⑪ディプ

ロマ･ポリシー［ディプロマ･ポリシーのどの内容に結びついているのか］、⑫授業ルーブリック［記入

可能な科目のみ/授業の到達度による評価基準］の項目がある。 

シラバス作成にあたっては、シラバス作成のガイドラインを定め、6月から当該年度のシラバスを授

業担当以外の教員がガイドライン沿って記載されているか等のチェックを行い、その後 10 月から教務

委員による２次チェックを経て、12 月にシラバスチェック結果シート及びガイドラインを添えて、次

年度の作成依頼を行っている。なお、作成されたシラバスについては 3月に公開している。 

 また、実務経験のある教員科目については、該当する科目をシラバス検索機能のキーワード検索を可

能とし、経験を基にどのような講義を行うかを具体的にシラバスに記載している。 

授業計画書の公表方法 https://www.hannan-u.ac.jp/study/n5fenj000001wyhq.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果を厳格かつ適正に

評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の成績評価については、授業の受講状況や授業中に出される課題や小テスト等のみで行う平

常点での評価、平常点に定期試験や論文（レポート）試験の結果を加えた評価で行っている。 

 評価方法は、上記内容による評価を総合して 100 点満点とし、60 点以上を合格とする素点評価を

基にレターグレード（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｘ）による評定で評価している。 

 シラバスには、成績を評価する手段やその割合を配分の合計が 100％になるよう、また、出題され

た課題に対して試験・レポートの添削、ルーブリック、講評・解説等の評価方法と返却方法について具

体的に明示するよう各教員に求めている。 

卒業論文及び卒業研究については、学部毎に審査基準を定め、履修要綱に記載し、学生に対して周知

している。 

 なお、評価については、出席のみでの評価やシラバスに明示した評価方法を途中で変更しないよう各

教員に依頼している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績の分布状況の把握

をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価の客観的指標としてＧＰＡを採用し、算出方法は次のとおりである。 

・成績評価 

 Ｓ［100～90 点］ Ａ［89～80 点］ Ｂ［79～70 点］ Ｃ［69～60 点］ 

 Ｄ（定期試験・論文試験）及びＥ（平常点評価）［59～0点］ 

 Ｘ（定期試験未受験もしくは論文未提出） 

 Ｎ（留学、単位互換、資格取得による単位認定） 

・ＧＰＡ計算式 

 （（Ｓ修得単位数×４）＋（Ａ修得単位数×３）＋（Ｂ修得単位数×２）＋ 

 （Ｃ修得単位数×１））÷総履修単位数【不合格科目含む】 

  対象科目は本学で開講するすべての科目で、一度不合格となり再履修により単 

 位を修得した場合でも、不合格の成績は計算式の分母に含まれる。 

  対象外科目は教職課程、司書・司書教諭課程、博物館学芸員課程のうち卒業要 

 件に含まれない科目及び成績評価が「Ｎ」の科目 

 

 なお、成績評価及びＧＰＡについては、履修要綱、ホームページで周知を行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.hannan-u.ac.jp/study/mrrf430000013vye.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）については、学則第１条の教育目的に鑑み、大

学として『建学の精神である「すすんで世界に雄飛していくに足る有能有為な人材、真の国際商業人の

育成」に基づき、国際的なビジネスパーソンにふさわしい幅広い教養と専門知識を身につけ、高度の問

題解決能力と社会的適応の力を備えた人物として成長を遂げた学生に学位を授与します。』と定め、「知

識・理解」、「汎用的技能」、「態度・指向性」、「総合的な学習経験と創造的思考力」に対して具体的な能

力を示している。 

 また、上記ディプロマ・ポリシーに基づき、学部毎の教育目的及びディプロマ・ポリシーを定めて

いる。 

 卒業に必要な単位数については、学科科目、一般教育科目、キャリア教育科目、他学部受講科目、

Ｎ認定（留学、単位互換、資格取得）科目のカテゴリから卒業所要単位数の下限・上限を定め、合計で

124 単位以上修得することを求めている。 

 なお、卒業判定については各学部の履修規程に定められた卒業要件に基づき合否判定を行い、教務委

員会で合否の審議を実施後、各教授会にて最終決定を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ディプロマ・ポリシー 

https://www.hannan-u.ac.jp/gaiyou/mrrf43000000033y.html 

卒業必要単位数 

https://www.hannan-u.ac.jp/study/n5fenj000000vl2e.html 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４－②を用いるこ

と。 

学校名 阪南大学 

設置者名 学校法人阪南大学 

 

 

１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

財産目録 https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

事業報告書 https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

監事による監査報告（書） https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画書         対象年度：2025 年度 ） 

公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

中長期計画（名称：中期ビジョン・中期計画   対象年度：2025 年度～2030 年度） 

公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/corp/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/gaiyou/mrrf430000002ozf.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

① 教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針、入学

者の受入れに関する方針の概要 

 

 

学部等名 流通学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/business/mrrf43000000eu7k.html ） 

（概要） 

財・資金の流通のスピード化、システム化、グローバル化の時代にふさわしい知識とコミュニケーショ

ン能力を持った人間性豊かなビジネスパーソンの育成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/business/mrrf43000000eu7k.html） 

（概要） 

専門的理論・知識・技術を修得し、問題意識を持ち課題解決へ向けた実践的な行動力、必要なコミュニ

ケーション能力、チャレンジ精神を身につけた学生に学位を授与する。具体的には以下に示した能力を

養成する。 

【知識・理解】各学生は、ブランド・マーケティングコース、サービスマネジメントコース、スポーツ

マネジメントコースのいずれかのコースに所属し、当該所属コースにおける体系的学習を通じて、専門

的理論・知識・技術を身につける。 

【汎用的技能】（情報読解力、課題解決力、論理的思考力、コミュニケーション能力） 

【態度・志向性】（多様性の理解と協調性、社会的責任、チャレンジ精神） 

【総合的な学習経験と創造的思考力】 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/business/mrrf43000000eu7k.html） 

（概要） 

流通学部は、グローバル社会や地域社会に対応した流通に関わるビジネス理論と実践力の修得に加えて、

人間性豊かなコミュニケーション能力を持ったビジネスパーソンの育成を教育目的としている。より具

体的には、グローバル社会の抱えるさまざまな問題や課題に対して問題意識を持ち、論理的な考え方に

基づく課題解決へ向けた実践的な行動を起こすために必要なコミュニケーション力を積極的に身に着

け、何事にも立ち向かっていくチャンレンジ精神あふれる人材を育成することを念頭においている。 

 その教育目的を達成するため、ブランド・マーケティングコース、サービスマネジメントコース、ス

ポーツマネジメントコースの３コースを設定し、入門・基礎から専門・実践へと段階的に学ぶことがで

きるカリキュラム編成をしている。その際、学生の学修とその成果についての評価はシラバスで「成績

評価基準」として明記され、それぞれの科目の目的および達成すべき質的水準及び具体的実施方法など

についても定めている。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/business/mrrf43000000eu7k.html） 

（概要） 

流通学部は「財・資金の流通のスピード化、システム化、グローバル化の時代にふさわしい知識とコミ

ュニケーション能力を持った人間性豊かなビジネスパーソンの育成」を目的としている。この目的を達

成するため、学力試験だけでなく、人物の適性・能力や意欲を面接によって問う試験等、様々な入試制

度によって評価し、選抜する。 

 

 

学部等名 経済学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/economics/llinfi00000cxssp.html) 

（概要） 

国際化・情報化により益々複雑化する現代経済社会にあって、グローバルな視野と鋭い分析・判断能力

を兼備した産業人として活躍できる人材の育成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/economics/llinfi00000cxssp.html ) 

（概要） 



  

阪南大学経済学部は、本学部の教育課程にしたがって合計 124 単位以上を修得し、以下のような

能力を身につけた学生に対して卒業を認定し、「学士（経済学）」の学位を授与する。 

【知識・理解】 

DP1：ミクロ経済学、マクロ経済学の基礎理論に基づいて、市場の役割や政府の役 

割、経済の動きについて説明することができる。 

DP2：中級レベルのミクロ経済学、マクロ経済学の理論についての体系的な知識、 

または、「専門科目パッケージ」として提供される少なくとも一つ以上の専 

門分野についての体系的な知識を有している。 

※知識・理解についての、各専門分野（「専門科目パッケージ」）の到達目標 

【公務キャリア】公務員に求められる一般教養、法律、経済に関する体系的な知識を有している。 

【金融キャリア】金融に関して、経済理論、経済史、実務の側面から、多面的、体系的な知識を有して

いる。 

【グローバル・キャリア】グローバルなビジネスに必要な体系的な知識や実践的なコミュニケーション

能力を有している。 

【ビジネス経済学】現実のビジネスへの経済理論の適用について、体系的な知識を有している。 

【ビジネス統計分析】統計学に基づくビジネスや経済に関する分析について、体系的な知識を有してい

る。 

【ビジネス法】現実のビジネスに関係する法律の運用や法令順守の意義について、体系的な知識を有し

ている。 

【まちづくり】地域社会の発展や活性化に関して、産業、環境、政策の側面から、多面的、体系的な知

識を有している。 

【くらしの経済】生活や就労に関する諸問題と、それらに対する国や地方自治体の政策のあり方につい

て、経済学的な考え方に基づいて、体系的な知識を有している。 

【日本経済】日本経済の歴史や制度、現在の日本経済が抱える諸問題、それらに対する政策などについ

て、体系的な知識を有している。 

【グローバル経済】グローバル経済の動きや、アジア諸国、欧米諸国などの経済と日本経済との相互関

係について、体系的な知識を有している。 

 

【汎用的技能】 

DP3：さまざまな情報を収集・理解し、自らの問題意識に基づいてそれらを整理し、 

他者に的確に伝えることができる。 

DP4：客観的事実や前提条件に基づいて、論理的に思考し、それを表現することが 

できる。 

 

【態度・志向性】 

DP5：自律的に学び、考え、行動する姿勢を有している。 

DP6：他者の立場と多様性を理解し、他者と協調・協力することができる。 

 

【総合的な学習経験と創造的思考力】 

DP7：学修の成果を有機的に関連させながら、自らの設定した課題に創造的に取 

   り組むことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/economics/llinfi00000cxssp.html )   

（概要）  

阪南大学経済学部は、ディプロマ・ポリシーに定めた能力を有する人間を育成するために、教育

課程の編成、実施に関して、以下のような基本方針（カリキュラム・ポリシー）を定める。 

CP1：学生のこれからを支える基礎学力の養成を重視する。 

CP2：一人ひとりの学生の将来設計に即した主体的な学習を重視する。 

CP3：ゼミにおいて、学生同士が協調・協力して、より深く、実践的な学習体験を 

   得ることを重視する。 

CP4：スタンダードな経済学体系に則した学習を重視する。 

CP5：現実の経済・社会制度の理解に必要な法律に関する学習を重視する。 

CP6：留学や海外体験を促し、実践的な英語能力を養成することを重視する。 

CP7：実務能力の養成と、学んだことを形にする資格取得の支援を重視する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/economics/mrrf4300000011yi.html ) 

（概要） 



  

阪南大学経済学部は、「国際化・情報化により益々複雑化する現代経済社会にあって、グローバ

ルな視野と鋭い分析・判断能力を兼備した産業人として活躍できる人材の育成」（阪南大学学則

第２条２（２））を目的としている。この目的を実現するため、以下のような能力・資質を有す

る者を入学者として受け入れる。 

【知識・技能】 

AP1：基本的な経済・社会のしくみと働きについての基礎知識を有している。 

AP2：基礎的な計算能力を有している。 

【思考力・判断力・表現力】 

AP3：基礎的な文章読解力と、自分の考えを十分に説明できる作文能力を有している。 

AP4：論理的思考力を有している。 

【関心・意欲・態度】 

AP5：経済や社会に関する問題に関心を有している。 

AP6：将来、ビジネスパーソンとして活躍するとともに、地域社会や国際社会の発展の 

 ために貢献する志を有している。 

AP7：自ら主体的に学ぶ態度を有している。 

AP8：話し合いの場において、他人の意見をしっかり理解しようとする姿勢とともに、 

 自分の意見を明確に伝えようとする姿勢を有している。 

 

 

学部等名 経営情報学部   

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/management/mrrf4300000014n7.html )   

（概要） 

複雑・高度化する企業経営の知識と情報システムの利用技術を兼ね備え、情報化する企業と国際社会で

活躍できる人間性豊かな人材の育成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：  https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/management/mrrf4300000014n7.html  

（概要） 

阪南大学経営情報学部は、阪南大学ディプロマ・ポリシーを前提として、複雑に情報要素の絡ん

だ現代の経営環境を理解し、適確にビジネスを遂行、あるいは新たなビジネスフロンティアを開

拓できる知識・能力を身につけた学生に学位を授与する。具体的には、以下に示す知識と能力を

要件とする。 

【知識・理解】 

DP1：経営・会計に関する知識 

DP2：マーケティング・ｅビジネスに関する知識 

DP3：マルチメディア・情報システムに関する知識 

【汎用的技能】 

DP4：事業の運営能力・起業能力 

DP5：分析力 

DP6：情報活用能力 

DP7：文理融合型の思考能力 

DP8：システムもしくはコンテンツの構築力 

DP9：社会問題の分析力 

DP10：自己表現力 

【態度・志向性】 

DP11：新分野への関心と自己表現 

DP12：主体性と協働 

【総合的な学習経験と総合的思考力】 

DP13：これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、幅広い視野から物事を総合的

に判断することができ、自ら立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決することがで

きる。 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：  https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/management/mrrf4300000014n7.html )  

（概要） 

ディプロマ・ポリシー（以下DP）に定めた人材を育成するために、以下のカリキュラムを設置する。

学科科目は、コース共通科目を基礎に７つの分野からなる４コースの学科科目を設定する。４コースは

連携し、相互に補完しあう体制を組む。 

コース 分野 

経営・会計 
企業・経営 

会計・財務 

マーケティング・ｅビジネス 
統計・マーケティング 

グローバル・ｅビジネス 

マルチメディア・情報システム 
マルチメディア・ネットワーク 

情報システム・プログラミング 

AI・データサイエンス AI・データサイエンス 

①各コース共通 

経営と情報の基礎、産業社会への関心、論理的・数理的・統計的思考を培う科目を提供する。そのた

めに、「経営学入門」「ＩＴ入門」「ビジネスデータ分析１」「ビジネスデータ分析２」を設置する。また、

「大学入門ゼミ」および専門演習科目を設置する。（DP の基本的要件および DP11、12 を満たす。） 

②経営･会計コース 

企業・経営分野と会計・財務分野の２分野で構成する。労務や財務など経営管理、企業の仕組と理論、

企業経営の実践的知識や会計情報の実践的活用の学びを提供する。（DP4,DP5 を満たす。） 

③マーケティング・ｅビジネスコース 

統計・マーケティング分野とグローバル・eビジネス分野の２分野で構成する。データを使った統計

分析とマーケティング、国際ビジネスと e ビジネスの理論および実践的な学びを提供する。（D6,DP7 を

満たす。） 

④マルチメディア・情報システムコース 

マルチメディア・ネットワーク分野と情報システム・プログラミング分野の２分野で構成する。マル

チメディアと情報システムの理論、プログラミングやシステム制作の実践の学びを提供する。（DP6,DP8

を満たす。） 

⑤数理・データサイエンス・AI 教育プログラム 

データサイエンスや AI と、それを学ぶための基礎となる科目群である。数理・統計・情報処理・デ

ータサイエンスの 4つの科目群から成る。AI 科目はデータサイエンス科目群に含まれる。データサイエ

ンス科目群は、数理・統計・情報処理の基礎を踏まえた科目群として位置づけられる。（DP6,DP7 を満た

す。） 

高学年に配当されている科目は低学年に配当されている科目の知識を前提とする体系となっている。 

なお、この教育プログラムは、カリキュラム上のコースではなく、３コース共通のものである。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/management/mrrf4300000014n7.html) 

（概要） 

阪南大学経営情報学部は、建学の精神およびミッションステートメントに則り、阪南大学アドミッショ

ン・ポリシーを前提として、次に掲げる人の入学を希望する。 

(1)知識・技能については、特に英語・国語・数学および理科または社会分野に関する基礎的な内容を身

につけている人 

(2)思考力・判断力については、阪南大学アドミッション・ポリシー記載のものに加えて、明確な根拠に

基づいて筋道立てて考える能力がある人 

(3)関心・意欲については，以下のいずれかにあてはまる人 

（3-1）企業の経営や店舗の運営を行うことを目指す人 

（3-2）情報技術やデータ分析の手法を身につけることで、国内外の企業において活  

躍しようとする人 

（3-3）情報分野や経営・会計分野でのエキスパートを目指す人 

（3-4）新たなビジネスに挑戦しようとする人 

 

 



  

学部等名 国際コミュニケーション学部   

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-ac.jp/faculties/communication/mrrf430000001bqm.html) 

（概要） 

コミュニケーション能力を高め、異文化理解を深めることによって、真の国際化と 21 世紀を担う国際人

の育成 

 
卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/communication/mrrf430000001bqm.html ) 

（概要） 

国際コミュニケーション学部では、厳正な審査の上、所定の単位を取得し、国際的なビジネスパ

ーソンにふさわしい幅広い教養と専門知識を身につけ、高度の問題解決能力と社会的適応の力を

備えた人材として成長を遂げた学生に学士（国際コミュニケーション学）の学位を授与する。具

体的には以下に示した能力を養成する。 

【知識・理解】 

①言語や多文化・異文化についての基礎的な知識を理解し、心理的な側面を含めた総合的な国

際コミュニケーションのあり方について理解している。 

②グローバルな世界の動き、ローカルな共同体のあり方、並びに個人（パーソナル）の行動や

思考、それぞれについての基礎的な知識を体系的に理解している。 

③自己をとりまくローカルな社会が直面するさまざまな問題の背景にあるグローバルな意味や

文脈について互いに関連づけて理解している。 

【汎用的技能】 

① 言語運用能力 

② コミュニケーション・スキル 

③ 情報リテラシー 

④ 論理的思考力 

⑤ 問題解決力 

⑥ 発信能力 

⑦ 社会人としての実践力 

【態度・志向性】 

① 多様性の理解と協調性 

② 倫理観と社会的責任 

③ 自己管理力 

【総合的な学習経験と創造的思考力】 

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適

用し、その課題を解決することができる。 

 教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/communication/mrrf430000001bqm.html ) 

（概要） 

 国際コミュニケーション学部では、「グローバルな視点で他者との境界を越えたコミュニケーシ

ョン力を身につける」ことを教育目標とし、具体的にはディプロマ・ポリシーにかかげられた項

目を達成するため、下記のような教育課程を編成している。カリキュラムの体系性・系統性につ

いては、国際コミュニケーション学部履修モデルで明示する。また、学生は履修モデルを参考に

し、ゼミ担当教員の助言を受けながらも、個別の目標に合わせた主体的な履修ができるような指

導体制を敷いている。なお、カリキュラムは定期的な検証により、見直しと改善を行う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/communication/mrrf430000001bqm.html ) 



  

 （概要） 

国際コミュニケーション学部では、「グローバルな視点で他者との境界を越えたコミュニケーション力

を身につける」ことを教育目標としている。そのため、主体的に行動を起こせる人、他者と共に学び成

長したいと思う人、自分の目標に向かって努力できる人、また、国際社会の一員としての意識を持ち、

平和・民主主義・基本的人権という人類普遍の価値を尊重し、社会発展に貢献する意志をもっている人

を受け入れる。以下に、国際コミュニケーション学部が求める学生像を提示する。 

(1)失敗を恐れず行動できる人。 

(2)他者と共に学び成長できる人。 

(3)グローバル社会で通用する語学運用能力を身に付けたい人。 

(4)在学中に留学をして、自分の可能性を広げたい意欲のある人。 

(5)世界に向けて日本の魅力を発信したい人。 

(6)世界の国や地域の民族・政治・社会・歴史・文化・宗教などについて学びたい人。 

(7)心理学・マスコミュニケーション・メディア・異文化理解について学びたい人。 

(8)国際社会に通用する知識・教養・コミュニケーション能力を身につけ、それを活かす職業に就き

たい人。 

(9)将来の目標を設定して、キャリアアップに努力できる人。 

  (10)社会の発展に貢献したいという意志がある人。 

 

 

学部等名 国際観光学部  

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/tourism/mrrf430000001eme.html ) 

（概要） 

鋭い国際感覚と幅広い視野をもち、国際観光の多面的な特性を活かして社会に貢献できる実行

力のある観光人材の育成  

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/tourism/mrrf430000001eme.html ) 

（概要） 

国際観光学部は、学部の教育目的に基づき、幅広い教養と観光学に関する専門知識、コミュニケ

ーション能力を身につけ、課題解決能力と社会適応力を備えた人材として成長を遂げた学生に学

位を授与する。具体的には、以下に示した能力を養成する。 

【知識・理解】 

①異文化および自文化に関する知識および社会、自然に関する知識に基づいて、幅広い視野から総合

的に物事を判断できる。 

②観光学における基本的な知識を体系的に理解できる。 

③幅広い教養と観光学の専門知識を活用して、「即戦力」として社会 

で活躍できる。 

【汎用的技能】 

 ①情報リテラシー、②コミュニケーション・スキル、③論理的思考力、④問題解決力 

【態度・志向性】 

① 多様性の理解と協調性、②倫理観と社会的責任、③自己管理力 

【総合的な学修経験と創造的思考力】 

これまでに獲得した知識・技能などを総合的に活用し、自ら立てた社会的課題にそれらを 

適用し、その課題を解決できる。 

 教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/tourism/mrrf430000001eme.html ) 

（概要） 

国際観光学部では、教育目的を達成するために、一般教育科目、専門科目を体系的に編成し、

講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を開講する。カリキュラムの体系を示すために、

科目間の関連や科目内容の難易度を表現する番号をふるナンバリングを行い、カリキュラムの

構造をわかりやすく明示している。 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/tourism/mrrf430000001eme.html ) 

（概要） 

国際観光学部では、建学の精神・教育目的を理解し、本学部の教育方針に共感するとともに、自分の可

能性を信じ、教育課程ならびに大学生活全般において積極的にチャレンジする人を求めます。 

 入学者の受け入れは、以下に挙げる点に留意して実施します。 

①学部の教育目的に相応しい人材を多面的に審査・評価する。 

②基礎学力と専門教育に関係する教科の理解度について審査・評価する。 

③学力だけでは見出すことのできない人物の適性・能力や意欲、将来の可能性等を高等学校在学時の活

動状況等から審査・評価する。 

 

 

学部等名 経営学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/m_management/llinfi00000cuoyb.html） 

（概要） 

幅広い教養と経営学に関する専門知識を身につけ、事業運営能力・情報分析力・コミュニケーション能

力・チャレンジ精神・社会適応力を身につけた人材の育成を教育目的としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/m_management/llinfi00000cuoyb.html） 

（概要） 

経営学部経営学科の教育課程にしたがって合計 124 単位以上を修得し、以下のような能力を身につけた

学生に対して卒業を認定し、「学士（経営学）」の学位を授与する。 

DP1：経営学に関する専門知識 

① 経営・会計コース 

  経営環境に即応した事業運営を行うために必要な、経営・会計に関する専門的な知識 

② マーケティングコース 

  ビジネスを展開するために必要不可欠となるマーケティングに関する専門的な知識 

③ ICT ビジネスコース 

  ICT（情報コミュニケーション技術）を用いたビジネス展開に関する専門的な知識 

④ 国際ビジネスコース 

  国家や文化を超えたビジネス、産業、企業形態に関する専門的な知識 

⑤ ブランド・ファッションコース 

企業のブランドやファッションの価値創造戦略に関する専門的な知識を理解している。 

⑥ スポーツマネジメントコース 

  生涯スポーツの普及と競技スポーツの発展に資する専門的な知識を理解している。 

DP2：事業の運営能力 

事業の運営を担う技能を修得しており、企業において与えられた役割を担える能力、もしくは自ら起

業することができる。 

DP3：情報分析力・論理的思考力 

経営、経済、社会に関する情報を収集し、選択・整理・加工し、適切な情報として分析・発信するこ

とができる。また、情報や知識を利用して、筋道を立てて論理的に考え表現することができる。 

DP4：コミュニケーション能力 

専門科目のみならず一般教養を身につけ、外国の経済社会事情にも通じて、国際的な視点を持ち、他

者とコミュニケーションをとることができる。 

DP 5：新分野への関心とチャレンジ精神 

新しい分野に取り組み、目標を打ち立て、達成するための計画を設定・遂行することができる。 

DP 6：多様性の理解と協調性 

多様な社会と組織の中で自己と他者の意見の違いや立場の違いを理解し、課題解決へ向けて多くの

人々と協調・協働しながら目的を達成することができる。 

DP 7：社会的責任 

社会の一員であるという意識を持ち、専門知識をもとに社会に貢献し、社会に対して責任を果たすこ

とができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 



  

（公表方法： https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/m_management/llinfi00000cuoyb.html） 

（概要） 

CP1：経営学に関する専門知識の修得 

①経営・会計に関する知識の修得 

②マーケティングに関する知識の修得 

③ICT ビジネスに関する知識の修得 

④国際ビジネスに関する知識の修得 

⑤ブランド・ファッションの価値創造に関する知識の修得 

⑥スポーツマネジメントに関する知識の修得 

CP2：事業の運営能力の修得 

CP3：情報分析力・論理的思考力の修得 

CP4：コミュニケーション能力の修得 

CP5：新分野への関心とチャレンジ精神の修得 

CP6：多様性の理解と協調性の修得 

CP7：社会的責任の修得 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/m_management/llinfi00000cuoyb.html） 

（概要） 

AP1：知識・技能 

高等学校で履修した主要教科・科目について、教科書レベルの基礎的な知識を有している人。 

AP2：思考力・判断力・表現力 

阪南大学アドミッション・ポリシー記載のものに加えて、明確な根拠に基づいて筋道立てて考え、そ

れを文章やプレゼンテーションなどで他者にわかり易く伝える能力がある人。 

AP3：関心・意欲 

AP3-1：経営学部の各分野への関心 

以下のいずれかの分野における様々な問題に関心を持っており、理論を学び、フィールドリサーチやア

ンケート調査等を通じて新たな知見を見出したいと考えている人。 

◎経営・会計 

◎マーケティング 

◎ICT ビジネス 

◎国際ビジネス 

◎ブランド・ファッション 

◎スポーツマネジメント 

AP3-2：将来への意欲 

本学で身に付けた知識と経験を活かして、将来、上記の分野で活躍しようと考えている人。 

 

 

学部等名 総合情報学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_info-science/llinfi00000cuqb5.html） 

（概要） 

総合情報学部の教育目的は、情報技術によって人々が暮らしやすい社会を構築できる人材を輩出するこ

とです。そのため、個人の興味・関心に応じて、（1）AI・データサイエンスコース、（2）ビジネスデ

ータサイエンスコース、（3）情報システムコース、（4）デジタルコンテンツコース、（5）スポーツデ

ータサイエンスコースの 5 コース（3 専攻）それぞれの専門知識を学びます。これら５つのコースは情

報というキーワードで相互に連携しています。2 年生以降はゼミに所属し、担当教員による個別指導を

受けながら、卒業論文や卒業制作をとおして、情報化時代のビジネスパーソンとしての基礎的能力の獲

得をめざします。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_info-science/llinfi00000cuqb5.html） 



  

（概要） 

総合情報学部総合情報学科の教育課程にしたがって合計 124 単位以上を修得し、以下のような能力を身

につけた学生に対して卒業を認定し、「学士（経営学）」の学位を授与する。 

DP1：総合的な視野からビジネスを遂行できる専門的な知識 

DP2：データサイエンスの専門的な知識 

DP3：情報技術とデジタルコンテンツの専門的な知識 

DP4：ビジネスデータの分析に関する専門的な知識 

DP5：スポーツと身体のデータ分析に関する専門的な知識 

DP6：AI・データサイエンス及び情報通信技術に関する知識や技術を現代社会の諸課題に応用し新たな価

値を創造する能力 

DP7：先進的情報技術の知識を持ち情報技術を駆使してシステムを構築する能力 

DP8：先進的情報技術の知識を持ち情報技術を駆使してデジタルコンテンツを制作する能力 

DP9：企業において新事業を開拓できるもしくは自ら起業する能力 

DP10：企業や社会・スポーツの問題・課題を発見し客観的データに基づいて実証的・論理的に分析する

ことで解決する能力 

DP11：数理的・統計的な思考方法とビジネスやスポーツの知識を兼ね備えた文理融合型の人材として活

躍する能力 

DP12：新しい知見に基づき現代社会や地域社会に貢献する意欲 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_info-science/llinfi00000cuqb5.html） 

（概要） 

CP1：総合的な視野からビジネスを遂行できる専門的な知識 

CP2：データサイエンスの専門的な知識を有する学生 

CP3：情報技術とデジタルコンテンツの専門的な知識 

CP4：ビジネスデータの分析に関する専門的な知識 

CP5：スポーツと身体のデータ分析に関する専門的な知識 

CP6：AI･データサイエンス及び情報通信技術に関する知識や技術を現代社会の諸課題に応用し新たな価

値を創造する能力 

CP7：先進的情報技術の知識を持ち情報技術を駆使してシステムを構築する能力 

CP8：先進的情報技術の知識を持ち情報技術を駆使してデジタルコンテンツを制作する能力 

CP9：企業において新事業を開拓できるもしくは自ら起業する能力 

CP10：企業や社会・スポーツの問題・課題を発見し客観的データに基づいて実証的・論理的に分析する

ことで解決する能力 

CP11：数理的・統計的な思考方法とビジネスやスポーツの知識を兼ね備えた文理融合型の人材として活

躍する能力 

CP12：新しい知見に基づき国際社会や地域社会に貢献する意欲 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_info-science/llinfi00000cuqb5.html） 

（概要） 

AP1：知識・技能 

特に英語・国語・数学および理科または地歴・公民分野に関する基礎的な内容を身につけている人。 

AP2：思考力・判断力 

阪南大学アドミッション・ポリシー記載のものに加えて、明確な根拠に基づいて筋道立てて考える能力

がある人。 

AP3：関心・意欲 

以下のいずれかにあてはまる人。 

AP3-1：AI・データサイエンスの知識や技術を身につけることで、国内外の企業において活躍しようとす

る人。 

AP3-2：情報システム技術を身につけることで、国内外の企業において活躍しようとする人。 

AP3-3：情報技術を利用したデジタルコンテンツ制作に関心のある人。 

AP3-4：企業や店舗の経営をめざし、経営に AI・データサイエンスや情報システム技術を利用すること

に関心がある人。 

AP3-5：数学等で学んだ思考力に基づいて、ビジネスやスポーツを客観的に分析することに関心のある

人。 

AP3-6：保健体育または芸術科目の基礎力を有し、幅広い年齢層を対象としたスポーツ・健康運動の理論

と技能を学ぶ意欲のある人や、人間の心身の可能性を探求する意欲のある人。 

AP3-7：AI・データサイエンスや情報技術、あるいはスポーツ・健康の分野で、国際社会や地域社会への



  

貢献に関心がある人。 

 

 

学部等名 国際学部国際コミュニケーション学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_communication/llinfi000009xv7l.html） 

（概要） 

1.世界の現状を広い視野をもって把握でき、 挑戦的かつ創造的思考力を持って主体的に行動し、かつ多

様な価値観と文化を理解し、グローバルな視点で地域や文化の違いを越えたコミュニケーション力を発

揮できる適応力を備えた人材を養成する。 

2.文化、国際関係、メディア、心理学に関わる専門的な知識の修得を通して、多様な価値観・文化への

理解と高度なコミュ二ケーション力を修得し、チャレンジ精神と創造的思考力を持って主体的・実践的

に行動する能力を身につけさせる。 

3.英語教員、商社・貿易関連業、外資系企業・企業の国際部門、航空会社の客室乗務員やグランドスタ

ッフ、企業の営業、広報、宣伝部門、通訳ガイド、観光案内の翻訳など。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法： https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_communication/llinfi000009xv7l.html） 

（概要） 

国際学部国際コミュニケーション学科の教育課程にしたがって合計 124 単位以上を修得し、以下のよう

な能力を身につけた学生に対して卒業を認定し、「学士（国際学）」の学位を授与する。 

【知識・理解】 

国際コミュニケーションに関する基礎的な学修をふまえて、以下の専門分野に関する知識を修得してい

る。 

DP1：言語や多文化・異文化についての基礎的な知識、および心理的な側面を含めた総合的なコミュニケ

ーションのあり方と理解。 

DP2：文化、国際関係、メディア、心理科目群の 4分野における学びを通し修得する、グローバルな世界

の動き、ローカルな共同体のあり方、並びに個人（パーソナル）の行動や思考、それぞれについての基

礎的・体系的知識。 

DP3：自己をとりまくローカルな社会が直面するさまざまな問題の背景にあるグローバルな意味や文脈

についてとその関連性への理解および知識。 

【汎用的技能】 

DP4：コミュニケーション力 

DP5：情報リテラシー力 

DP6：論理的思考力 

DP7：問題解決力 

DP8：社会人としての実践力 

【態度・志向性】 

DP9：多様性の理解と協調性 

DP10：倫理観と社会的責任 

DP11：自己管理力 

【総合的な学習経験と創造的思考力】 

DP12：これまでに獲得した知識･技能･態度等を総合的に活用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用

し、その課題を解決することができる。 

また、旺盛なチャレンジ精神と創造的思考力を持って、目標実現のために状況に応じてリーダーシップ

やフォロワーシップを発揮し、必要な役割を能動的に果たすことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_communication/llinfi000009xv7l.html） 

（概要） 

CP1：言語や多文化・異文化についての基礎的な知識および心理的な側面を含めた総合的なコミュニケー

ションのあり方と理解する力の体得。 

CP2：文化、国際関係、メディア、心理科目群の 4分野における学びを通し修得するグローバルな世界の

動き、ローカルな共同体のあり方、並びにパーソナルな行動や思考、それぞれについての基礎的・体系

的知識。 

CP3：自己をとりまくローカルな社会が直面するさまざまな問題の背景にあるグローバルな意味や文脈

についてとその関連性への理解および知識。 

CP4：コミュニケーション力 



  

日本語と特定の外国語を用い、高度な言語運用能力を身につける。 

同時に、現代社会の多様性を理解した上で対応力を身につけ、さらに自らの意見を発信できる。 

CP5：情報リテラシー力 

情報通信技術(ICT)等を用いて多様な情報を収集・整理・分析し、モラルに則って効果的に活用するこ

とができる。 

CP6：論理的思考力 

情報や知識を利用して、自然や社会現象を複眼的、論理的に分析し、言語化できる。 

CP7：問題解決力 

社会にあるさまざまな問題の背景を理解し、解決に必要な情報を収集・整理・分析し、解決策を見い

だすことができる。 

CP8：社会人としての実践力体系的に身につけた専門知識を職業や社会生活のなかに応用し、社会で有用

とされる実践力を身につけている。 

また、社会人としてのキャリア形成に主体的に取り組むことができる。 

CP9：多様性の理解と協調性 

自己と他者を理解し、多様な人々と協調・協力して行動できる。 

CP10：倫理観と社会的責任 

自己の良心と社会の規範やルールに従って行動でき、社会の一員としての意識を持ち、平和・民主主

義・基本的人権という人類普遍の価値を尊重し、権利と義務の理解の上に立って、社会発展に貢献する

意志を持っている。 

CP11：自己管理力 

自らを律して行動することで自己成長につなげることができる。 

CP12：これまでに獲得した知識･技能･態度等を総合的に活用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用

し、その課題を解決することができる。 

また、旺盛なチャレンジ精神と創造的思考力を持って、目標実現のために状況に応じてリーダーシップ

やフォロワーシップを発揮し、必要な役割を能動的に果たすことができる。4 年間を通しての学びで獲

得した知識・技能・態度など特に専門演習 1・2 において、自ら立てた新たな課題にそれらを適用し、

その課題を解決することができる。 

また、旺盛なチャレンジ精神と創造的思考力を持って、目標実現のために状況に応じてリーダーシップ

やフォロワーシップを発揮し、必要な役割を能動的に果たすことができる。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_communication/llinfi000009xv7l.html） 

（概要） 

【求める能力】 

本学の入試では、個別学力検査、大学入学共通テスト、調査書、面接、課題文、志望理由書、推薦書な

どを組み合わせて志願者の能力や資質を総合的に評価する。 

AP1：知識・理解 

高等学校で学習する科目において、身につけるべき水準の知識を有すること。 

AP2：思考・判断 

思考・判断：広い視野で物事をとらえ、自分なりの考えをもつことができる。 

AP3：関心・意欲 

関心・意欲：旺盛な好奇心を持って、さまざまな問題について積極的に考えることができる。 

AP4：技能・表現 

技能・表現：自分の考えをわかりやすく伝えることができる。特別な技能を持っている。 

AP5：主体性・協調性 

特別活動や課外活動等において、他者と協力して物事を進めることができる。 

【求める学生像】 

①探究心を持ち、他者と共に学び成長できる人。 

②グローバル社会で通用する語学運用能力を身に付けたい人。 

③在学中に留学をして、自分の可能性を広げたい意欲のある人。 

④世界の国や地域の民族・政治・社会・歴史・文化・宗教などについて学びたい人。 

⑤心理学・マスコミュニケーション・メディア・異文化理解について学びたい人。 

⑥国際社会に通用する教養・コミュニケーション能力を身につけ、それを活かす職業に就きたい人。 

⑦将来の目標を設定して、継続的にキャリアアップを目指せる人。 

⑧日本および世界の発展に貢献したいという意志がある人。 

 

 

学部等名 国際学部国際観光学科 



  

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_tourism/llinfi00000cunlh.html） 

（概要） 

1. 幅広い教養と国際観光に関する専門知識を修得し、異文化および自文化を理解した高度なコミュニ

ケーション力と調査・分析力を身につけ、グローバルかつローカルな視点から地域社会や企業等で問題

解決に導くことができる、国際社会で活躍できる実践力のある人材を育成する。 

2.観光文化・観光振興計画・観光事業に関わる観光学の専門的知識の修得に加え、高度な言語運用能力

を獲得し、グローバルかつローカルな視点から地域社会や企業と協力して問題の解決に導くことができ

る能力を身につけさせる。 

3.官公庁の観光・地域振興部門、旅行会社でのツアープランナー、航空会社の客室乗務員やグランドス

タッフ、ホスピタリティ技能を活かしたホテル・テーマパークなど企業での接客など。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_tourism/llinfi00000cunlh.html）                

（概要） 

国際学部国際観光学科の教育課程にしたがって合計 124 単位以上を修得し、以下のような能力を身につ

けた学生に対して卒業を認定し、「学士（国際観光学）」の学位を授与する。 

【知識・理解】 

DP1：異文化および自文化に関する専門的な知識を有している。 

DP2：社会、自然に関する事柄について幅広い視野から総合的に物事を判断できる専門的な知識を有して

いる。 

DP3：観光学の専門的な知識を有し体系的に理解している。 

【汎用的技能】 

DP4：コミュニケーション力 

DP5：情報リテラシー力 

DP6：論理的思考力 

DP7：問題解決力 

DP8：社会人としての実践力 

【態度・志向性】 

DP9：多様性の理解と協調性 

DP10：倫理観と社会的責任 

DP11：自己管理力 

【総合的な学習経験と創造的思考力】 

DP12：これまでに獲得した知識･技能･態度等を総合的に活用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用

し、その課題を解決することができる。また、旺盛なチャレンジ精神と創造的思考力を持って、目標実

現のために状況に応じてリーダーシップやフォロワーシップを発揮し、必要な役割を能動的に果たすこ

とができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_tourism/llinfi00000cunlh.html）       

（概要） 

CP1：異文化および自文化に関する専門的な知識を有している。 

CP2：社会、自然に関する事柄について幅広い視野から総合的に物事を判断できる専門的な知識を有して

いる。 

CP3：観光学の専門的な知識を有し体系的に理解している。 

CP4：コミュニケーション力 

日本語と特定の外国語を用い、高度な言語運用能力を身につけるとともに、現代社会の多様性を理解

したうえで対応力を身につけ、さらに自らの意見を発信できる。 

CP5：情報リテラシー力 

情報通信技術(ICT)を用いて多様な情報を収集・整理・分析し、モラルに則って効果的に活用すること

ができる。 

CP6：論理的思考力 

情報や知識を利用して、自然や社会現象を複眼的、論理的に分析し、表現できる。 

CP7：問題解決力 

グローバルかつローカルな視点からの社会調査をふまえ、地域社会や企業と協力して問題の解決に必

要な情報を収集・分析・整理し、その解決策を見出すことができる。 

CP8：社会人としての実践力 

体系的に身につけた専門知識を職業や社会生活のなかに応用し、社会で有用とされる実践力を身につ

けている。また、社会人としてのキャリア形成に主体的に取り組むことができる。 



  

CP9：多様性の理解と協調性 

自己と他者を理解し、多様な人々と協調・協力して行動できる。 

CP10：倫理観と社会的責任 

自己の良心と社会の規範やルールに従って行動でき、社会の一員としての意識を持ち、平和・民主主

義・基本的人権という人類普遍の価値を尊重し、権利と義務の理解の上に立って、社会発展に貢献する

意志を持っている。 

CP11：自己管理力 

自ら立てた目標を達成するために、チャレンジ精神を持ちながら主体的に行動できる。 

CP12：課題解決・創造的思考力・能動的行動力 

これまでに獲得した知識･技能･態度等を総合的に活用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用し、

その課題を解決することができる。また、旺盛なチャレンジ精神と創造的思考力を持って、目標実現の

ために状況に応じてリーダーシップやフォロワーシップを発揮し、必要な役割を能動的に果たすことが

できる。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp/faculties/i_tourism/llinfi00000cunlh.html）        

（概要） 

【求める能力】 

AP1：知識・理解 

高等学校の主要教科・科目について、基礎的な知識を幅広く有している。とりわけ、高等学校までの

履修教科のうち、受験科目に関わらず、「地理」「歴史」「国語」「英語」に関する基礎的な内容を身

につけている。 

AP2：思考・判断 

ある事象に対して多面的に考察し、自分の考えをまとめることができる。 

AP3：関心・意欲 

旺盛な好奇心を持って、さまざまな問題について積極的に考えることができる。 

AP4：技能・表現 

自分の考えをわかりやすく伝えることができる。特別な技能を持っている。 

AP5：主体性・協調性 

特別活動や課外活動等において、他者と協力して物事を進めることができる。 

【求める学生像】 

①観光を通して異文化や自文化を理解するとともに、必要なコミュニケーション力を養うことによって、

国際社会や地域社会で活躍したい人。 

②国内外の多様な文化に興味を抱き、それらが持つ意味や可能性をホストとゲストの双方の視点から学

ぶことで、幅広く活用したい人。 

③地域社会と積極的にかかわる中で、観光のもつ多面的な手法を学び、生活者と観光者ともに魅力ある

地域づくりに向けて貢献したい人。 

④観光にかかわる事業や産業に関心を持ち、ビジネスやマーケティングの知識を身につけ、社会におい

てその能力を発揮したい人。 

⑤グローバルな視野から国際社会や地域社会における様々な問題に関心を持ち、身につけた知識をこれ

らの解決に役立てたい人。 

 

 

② 教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp 

 

  



  

③ 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人

経済学部 － 17 人 12 人 人 人 人 29 人

経営学部 － 17 人 9 人 1人 人 人 27 人

総合情報学部 － 
13 人 5 人 1人 人 人 19 人

国際学部 － 
25 人 8 人 人 人 人 33 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 198 人 198 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：阪南大学 HP にて公表 https://www.hannan-u.ac.jp 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数そ

の他進学及び就職等の状況に関すること 

a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 
b/a 

収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 
d/c 

編入学 

定員 

編入学 

者数 

流通学部 0 人 0 人 0％ 460 人 470 人 102％ 0 人 2 人 

経済学部 290 人 338 人 116％ 1140 人 1259 人 110％ 0 人 1 人 

経営情報学部 0 人 0 人 0％ 440 人 470 人 107％ 0 人 3 人 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学部 
0 人 0 人 0％ 344 人 317 人 92％ 2 人 2 人 

国際観光学部 0 人 0 人 0％ 314 人 246 人 78％ 2 人 0 人 

経営学部 290 人 322 人 111％ 580 人 640 人 110％ 0 人 0 人 

総合情報学部 176 人 228 人 130％ 352 人 429 人 122％ 0 人 0 人 

国際学部 299 人 359 人 120％ 598 人 617 人 103％ 0 人 0 人 

合計 1055 人 1247 人 118％ 4228 人 4448 人 105％ 4 人 8人

（備考）流通学部、経営情報学部、国際コミュニケーション学部、国際観光学部は 2024 年度より募集停

止 

 

 

 

 

  



  

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

流通学部 224 人

（100％）

1人

（  0.4％）

213 人

（  95.1％）

10 人

（  4.5％）

経済学部 262 人

（100％）

1人

（  0.4％）

238 人

（  90.8％）

23 人

（  8.8％）

経営情報学部 221 人

（100％）

7人

（  3.2％）

198 人

（  89.6％）

16 人

（  7.2％）

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ学部 

140 人

（100％）

0人

（  0.0％）

122 人

（  87.1％）

18 人

（  12.9％）

国際観光学部 139 人

（100％）

2人

（  1.4％）

126 人

（  90.7％）

11 人

（  7.9％）

合計 
986 人

（100％）

11 人

（  1.1％）

897 人

（  91.0％）

78 人

（  7.9％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

 

（概要） 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスについては、①ナンバリング、②授業の到達目標およびテーマ［ディプロマ・ポリシーとの関

連性を考慮しどのような知識・能力が獲得できるか］、③授業の概要［どのようなことを扱うのか、意義・

重要性など］、④授業計画［各回の具体的な学習内容］、⑤授業外学習［最低限どのような学習をどの程

度行うか］、⑥授業の方法と学習上の留意点［授業の進め方、学習をするにあたっての諸注意、心構え等）、

⑦成績評価基準［成績を評価するための手段（定期試験か、レポートか、授業への参加度かの区別）とそ

の割合］、⑧教科書、⑨参考文献、⑩関連して受講することが望ましい科目、⑪ディプロマ･ポリシー［デ

ィプロマ･ポリシーのどの内容に結びついているのか］⑫授業ルーブリック［記入可能な科目のみ/授業の

到達度による評価基準］の項目がある。の項目がある。 

シラバス作成にあたっては、シラバス作成のガイドラインを定め、6 月から当該年度のシラバスを授業

担当以外の教員がガイドライン沿って記載されているか等のチェックを行い、その後 10 月から教務委員

による２次チェックを経て、12 月にシラバスチェック結果シート及びガイドラインを添えて、次年度の作

成依頼を行っている。なお、作成されたシラバスについては 3月に公開している。 

また、実務経験のある教員科目については、該当する科目をシラバス検索機能のキーワード検索を可能と

し、経験を基にどのような講義を行うかを具体的にシラバスに記載している。 

 



  

 

⑥ 学 修 の 成 果 に 係 る 評 価 及 び 卒 業 又 は 修 了 の 認 定 に 当 た っ て の 基 準 に 関 す る こ と  

（概要） 

授業科目の成績評価については、授業の受講状況や授業中に出される課題や小テスト等 

のみで行う平常点での評価、平常点に定期試験や論文（レポート）試験の結果を加えた 

評価で行っている。 

 評価方法は、上記内容による評価を総合して 100 点満点とし、60 点以上を合格とする素点評価を基に

レターグレード（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｘ）による評定で評価している。 

また、授業ルーブリックを導入し、学生に評価の基準を明示している。 

シラバスには、成績を評価する手段やその割合を配分の合計が 100％になるよう、また、出題された課

題に対して試験・レポートの添削、ルーブリック、講評・解説等の評価方法と返却方法について具体的に

明示するよう各教員に求めている。 

卒業論文及び卒業研究については、学部毎に審査基準を定め、履修要綱に記載し、学生に対して周知し

ている。 

 なお、評価については、出席のみでの評価やシラバスに明示した評価方法を途中で変更しないよう各

教員に依頼している。 

  

成績評価の客観的指標としてＧＰＡを採用し、算出方法は次のとおりである。 

・成績評価 

 Ｓ［100～90 点］ Ａ［89～80 点］ Ｂ［79～70 点］ Ｃ［69～60 点］ 

 Ｄ（定期試験・論文試験）及びＥ（平常点評価）［59～0点］ 

 Ｘ（定期試験未受験もしくは論文未提出） 

 Ｎ（留学、単位互換、資格取得による単位認定） 

・ＧＰＡ計算式 

 （（Ｓ修得単位数×４）＋（Ａ修得単位数×３）＋（Ｂ修得単位数×２）＋ 

 （Ｃ修得単位数×１））÷総履修単位数【不合格科目含む】 

   対象科目は本学で開講するすべての科目で、一度不合格となり再履修により単位を 

修得した場合でも、不合格の成績は計算式の分母に含まれる。 

   対象外科目は教職課程、司書・司書教諭課程、博物館学芸員課程のうち卒業要件に 

含まれない科目及び成績評価が「Ｎ」の科目 

 

 なお、成績評価及びＧＰＡについては、履修要綱、ホームページで周知を行っている。 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）については、学則第１条の教育目的を鑑み、大学

として『建学の精神である「すすんで世界に雄飛していくに足る有能有為な人材、真の国際商業人の育

成」に基づき、国際的なビジネスパーソンにふさわしい幅広い教養と専門知識を身につけ、高度の問題解

決能力と社会的適応の力を備えた人物として成長を遂げた学生に学位を授与します。』と定め、「知識・

理解」、「汎用的技能」、「態度・指向性」、「総合的な学習経験と創造的思考力」に対して具体的な能

力を示している。 

 また、上記ディプロマ・ポリシーに基づき、学部毎の教育目的及びディプロマ・ポリシー 

ーを定めている。 

 卒業に必要な単位数については、学科科目、一般教育科目、キャリア教育科目、他学部受講科目、Ｎ認

定（留学、単位互換、資格取得）科目のカテゴリから卒業所要単位数の下限・上限を定め、合計で 124 単

位以上修得することを求めている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

流通学部 流通学科 124 単位 有・無 単位

経済学部 経済学科 124 単位 有・無 単位

経営情報学部 経営情報学科 124 単位 有・無 単位

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 124 単位 有・無 単位

国際観光学部 国際観光学科 124 単位 有・無 単位

経営学部 経営学科 124 単位 有・無 単位

総合情報学部 総合情報学科 124 単位 有・無 単位

国際学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 124 単位 有・無 単位

国際学部 国際観光学科 124 単位 有・無 単位



  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp 

 

 

⑧ 授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考（任意

記載事項） 

流通学部 流通学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

経済学部 経済学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

経営情報学部 経営情報学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

国際観光学部 国際観光学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

経営学部 経営学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

総合情報学部 総合情報学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

国際学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

国際学部 国際観光学科 800,000 円 210,000 円 280,000 円  

 

 

⑨ 大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

主に以下の取り組みを実施している。 

○入学前教育、リメディアル教育、初年次教育の系統化 

基礎学力の向上と大学教育へのスムーズな移行を目指し、専願制入試合格者に入学前 教育を実施し

基礎学力の底上げを図るとともに、リメディアル教育では、「英語」、「数学」の学力判定テストに

基づき補習を実施し、大学教育受講の為の基礎固めを図っている。 

 

○ 副専攻制の導入 

所属学部の学位（主専攻）に加え、特定分野の学習成果を認証する制度で、全学部に導入している。

専門分野の勉学の成果は、卒業時に「学士」という学位の称号を得ることで、社会的に認知されるが、

従来、専門以外の分野について学習成果を認証する制度はなかった。副専攻制度は一定の条件をクリ

アした学生に対して、大学で特定分野を学んだことの証明として公的な認定である「副専攻修了証書」

を授与する制度であり、幅広い知識の習得に加え、自分の学部の学習を補うことが可能となり、就職

活動での活用が期待される。 

 

○ 教務相談 

時間割作成、成績、履修方法等勉学に関することについて教務委員（教員）や教務課の担当者が相談

に応じている。また、休学・退学を希望する学生に教務相談を義務付け事情を確認するとともに修学

継続に向けた助言等を実施している。 

 

○ 成績不良者および出席不良者への就学指導 

教学データを活用し、修学の継続が危ぶまれる学生に対して、教職協働での就学指導を実施するとと

もに、その履歴についてシステムに蓄積し、継続的な学生サポートを可能としている。また、課外で

生活指導、キャリア支援のためのクラスを作り、修学継続のための取り組みを行っている。 

 

○ 学生海外語学研修助成制度 

夏期または春期の休暇期間に、海外で個人的に短期の語学研修やインターンシップ等の活動を行う学



  

生に対して、その授業料や渡航費の一部を本学が補助し、語学力や国際感覚を持ったグローバル人材

の育成を促進している。 

【対象言語】英語・フランス語・ドイツ語・中国語・コリア語・ロシア語・スペイン語 

 

○ 海外留学制度 

「協定留学」「交換留学」「認定留学」「学生海外語学研修助成制度」（前述）の４つの留学制度を

設け、外国語の修得にとどまらず、異文化体験を通じて自らの視野を広げる異文化交流の実践を推奨

している。留学制度（学生海外語学研修助成制度を除く）を利用した場合、留学期間も卒業に要する

修業年限に算入され、留学先で修得した単位を本学の単位として最大 30 単位まで認定されるので、

大学を 4年間で卒業することが可能となっている。 

 

○ 留学塾の開講 

派遣留学が決定した学生を対象に下記のとおり留学の目標を明確にし、なりたい自分になることを考

える留学塾を開講している。また、帰国後には留学の目標が達成できたかを確認、この語の進路につ

ながる留学の振返り講座を実施している。 

１．留学の目標、目的を具体的に言葉にし、自分の中で消化。 

２．目標を叶える道筋を考え進む。 

３．継続できる方法を考える。 

４．目標を叶えなりたい自分になる。 

５．留学を振り返り、今後の進路につなげる 

 

○ 学修支援室 

自己学習できるスペースを設け、学習アドバイザー（常駐）を配置している。個々の学習面での相

談に対応するとともに、TOEIC・公務員試験等の資格取得の勉強、就職筆記試験対策のための基礎学

力の学習指導も行っている。又、レポートや論文の書き方、授業や資格の勉強方法、エントリーシ

ート・履歴書の書き方等の相談にも対応している。 

 

○ Global Space（グローバルスペース） 

気軽に英会話が楽しめる英会話ラウンジ「English Space」を開催している。初心者レベルの簡単な

英会話から留学経験者のレベルアップなど、それぞれのレベルに応じて経験豊かなネイティブスタ

ッフが対応している。対面とオンラインでのプライベートレッスンも実施している。 

また、コリア語ラウンジ「Korean Space」も週３回、中国語ラウンジ「Chinese Space」を週 1回開催

している。 

韓国語、中国語では、授業外でネイティブスタッフからそれぞれの文化を交えながら楽しく語学学習

が行える講座を開講している。 

 

○ 起業支援制度 

積極的に起業家を生み出すため、起業支援制度を設けている。（起業支援対象者は、本学学生で、

本学全学共通科目「起業塾」又は一般教育科目「起業塾」を受講中、又は単位を修得した者） 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

(概要） 

主に以下の取り組みを実施している。 

○ 就職ガイダンス、就職相談、企業斡旋、資格取得の４点に重点を置き、4 年間を通したきめ細やかな

サポート体制を整えている。 

 

○ 「就職ガイダンス」では、基礎ガイダンスを基本として、各種就職対策セミナー（自己分析、履歴書・

エントリーシート作成、筆記試験対策、面接対策等）を実施することで就職活動に必要な知識を身に

つけてもらう。また、各業界を代表する企業を招いて実施する業界研究セミナーでは、就職活動前の

3 年次生及び大学院 1 年次生を中心として１～2 年次生も対象として早期から学生の業界・企業理解

を促進し、就職活動に積極的に取り組めるよう支援を行っている。 

 

○ 「就職相談」については、各学部にキャリアアドバイザーを配置し、年間延べ約 8,000 件の対面及び

オンライン形式での就職相談を実施している。その際、就職活動進捗状況や過去の相談内容等を記録

するキャリアカルテを作成・活用し、学生一人ひとりに合ったきめ細やかな対応を積み重ねることで

目標企業の内定獲得に繋げている。 

 



  

○ 「企業斡旋」では、学内合同企業説明会や単独企業説明会を実施するとともに、大阪新卒応援ハロー

ワークや就職エージェントの協力のもと「おススメ企業紹介・相談会」を実施し、学生と企業のマッ

チング機会の提供に尽力している。さらに、企業訪問や昨年度採用実績のある企業からの情報等をも

とに、個別に学生と採用希望する企業とのマッチング機会を増やすことで、内定獲得に繋げている。

 

「資格取得」では、目指す業種や職種など学生のニーズに応じて、32 講座 60 コースの資格講座を学内で

開講することで受講料の軽減や大学が指定する資格の取得によって奨励金を授与する資格奨励賞制度など

を通じて学生の修学意欲向上、資格取得サポートを行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

障害のある方に対する「合理的配慮」が努力義務から義務化となったが、既に対応が可能なように以下

の取り組みを実施している。 

○ 保健室では、充実した学生生活を送るために必要な心身の健康をサポートしている。けがや体調不

良時の応急処置、健康診断の実施（年１回の定期健康診断とクラブ健診）とともに、定期的に内科

医、婦人科医、心療内科医などの校医による健康相談日を設け、学生の健康管理体制の充実を図っ

ている。 

 

○ 学生相談室には、専門のカウンセラー（常駐）を配置し、進路、対人関係など学生生活の中で出会

うさまざまな悩みや問題について相談を受け、充実した学生生活が送れるよう支援している。又、

精神科医による校医面談（月１回）を実施し、より専門的な対応が必要な場合、問題解決に向けた

取り組みを進めている。 

 

○ 飲酒や薬物乱用への注意喚起 

飲酒時の危険事項等について広く注意を呼びかけるとともに、20歳未満の飲酒や薬物使用は、いか

なる理由があっても学則及び学生懲戒規程に基づき厳しく処分を行うことを周知している。 

 

違法行為のない規律ある学生生活が送れるよう厳しく指導を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.hannan-u.ac.jp 

 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

772人（　39　）人

後半期

719人（　26　）人

451人

27人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

阪南大学

学校法人阪南大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
745人（25）人

468人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F127310108152

（備考）

147人 159人

内
訳

第Ⅲ区分 105人 82人

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

25人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

6人（　0　）人

778人（　39　）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

- 人 人

33人 人 人

人 人

- 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

- 人 人

16人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

13人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ - 人 人

計 109人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

29人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

- 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 103人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数


